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東ティモールと聞いて、ぴんと来る⽇本⼈は少ないだろう。2002 年 5 ⽉ 20 ⽇に、東ティ
モール⺠主共和国として、独⽴したアジアで最も新しい独⽴国家である。場所は、オースト
ラリアの北側にあるティモール島の東半分である。かつては East Timor と表記されること
もあったが、現在は Timor-Leste に統⼀されている。ここはかつてポルトガル領であり、⻄
側のオランダ領とは⼀線を画していた。ポルトガルの影響を受けてキリスト教を背景とし
た⽂化となっており、ポルトガル宣教師による鉄砲伝来の歴史のある⽇本としては、歴史の
つながりを感じる。 
⽇本のほぼ南に位置しており、時差はない。距離的にもそんなに離れている印象はないのだ
が、⾏こうとすると２⽇はかかる。今回は２回⽬の渡航であり、クアラルンプール経由で向
かった。現地⼊りするには、バリ経由、クアラルンプール経由、ダーウィン経由しかなく、
それらの航空券はティモール・エアーという現地の旅⾏会社でしか取り扱っていない。チケ
ットを郵送してもらう必要があり、⽇本から現地⼊りするには現地での協⼒がないと難し
くなる。郵送としても⽇本郵便は取り扱いをやめており、現時点では DHL 程度しかなく、
料⾦区分も最⾼ランクとなっているため、輸送費も⾼額となっている。 
私 は JICA 事 業 で あ る 東 テ ィ モ ー ル 国 ⽴ ⼤ 学 能 ⼒ 向 上 プ ロ ジ ェ ク ト フ ェ ー ズ ２
（CADEFEST2 と呼ばれている）の⼀環として、２０２２年９⽉５⽇から２３⽇まで教員
育成⽬的で派遣された。数年前に九州⼤学の清川さんに声をかけてもらい、その縁でプロジ
ェクトに従事している。そこでは、⼤学教員や学⽣と現地調査をし、⼤学内での施設を使っ
た研究指導を実施した。また、⼤学での授業や実習に参加し、指導⽅法について話し合った。 
東ティモールの地質は、簡単に説明するとこうだとされている。インド−オーストラリア・
プレートが北進し、バンダ島弧に衝突し、それによってティモール島が鮮新世以降に急速に
隆起した（Nguen et al., 2014）。⼤きくわけて、下位から衝突前のゴンドワナ由来などの変
成岩や堆積岩類など、ボボナロ・メランジュ、第四紀堆積岩類が構造的にほぼ⽔平か低⾓度
に積み重なっている（Harris et al., 1998）。南部には泥⽕⼭や温泉が存在し、国⼟の地下や
オーストラリアとの国境のティモール海の堆積層には⽯油や天然ガスがあることがわかっ
ている（Audley-Charles, 1968）。統計上で⽰されていないが、天然ガスはパイプラインを通
じてオーストラリアから輸出されている（統計上はコーヒーが主要輸出品）。また、このよ
うな急速な隆起は、オーストラリアへ向かう海流系を変化させ、それによって、地球規模の
気候変動が⽣じたとされている（Nguen et al., 2014）。 
それはさておき、私のカウンターパートは、地すべり研究に従事することを望んでいた関係
で、地すべり地帯での地質調査に同⾏した。場所は、ティモール島の中部、東ティモールで
は⻄部に位置するボボナロ（Bobonaro）県マリアナ（Maliana）地区からバリボ（Balibo）



地区にかけてである。ここはボボナロ・メランジュの名前の由来になった場所であり、イン
ドネシアとの国境に位置する独⽴戦争での激戦地の⼀つとなっている。ボボナロ・メランジ
ュの年代は正確にはわかっていないがおそらく中新世で、未固結の粘⼟の中にさまざまな
岩⽯がブロックとして混在している（Barbar, 2013；Standley and Harris, 2009）。砂岩、枕
状⽞武岩、緑⾊⽚岩などである。ブロックは数メートルのものもあり、おおよそ⽔平に整列
していたが、ところどころ垂直になっている場所もあった。ブロックは引き伸ばされたもの
も⾒られ、剪断変形されているように思える箇所が随所に⾒られる。そのような様相から、
元来、ボボナロ・スケイリークレイ（Bobonaro scary clay）と呼ばれていた。過去の調査に
よると、⻄ティモールではブロック・イン・マトリックスのメランジュ様組織ではなく、ブ
ロークン・フォーメーションとして⾒られるところもあるらしい（Harris et al., 1998 など）。
このボボナロ・メランジュの年代決定を困難にしている要因の⼀つとして、被覆する第四紀
層の混⼊が指摘されている（Barbar, 2013）。バリボ地区では、更新世の礁性のバウカウ
（Baucau）⽯灰岩が被覆しており、確かに⽯灰岩層が地すべりによって滑り落ちてきてい
るように思える箇所があった。構造的な位置関係について、地すべりによって変化させられ
ている可能性がある（Moniz et al., 2022）。 
このような未固結の粘⼟を基質とするメランジュは、世界各地で⾒られるメランジュと類
似しているのかもしれない。含まれるブロックは、緑⾊⽚岩が最深部の岩⽯と思われるが探
すともっと深部由来のブロックも含まれるのかもしれない。このようなメランジュがどこ
でどのようにして形成されたのか、という問いの答えとして、その分布があまりに⼤規模で
あることから単なる泥⽕⼭や泥ダイアピルと⾔ったものでは説明が難しいと直感的には思
う。プレート沈み込み帯で⼤規模に⽣成されていたと想像されるが、あくまで想像の域はで
ない。ただし、先にも述べたように、隆起後の被覆層の混⼊が疑われていることから、隆起
後の地すべりやラテラルスプレッドのような変形プロセスも被っている可能性は⼗分に考
えられる。この場合、ボボナロ・メランジュを変形構造に基づいて論じるときは、後世的な
地すべり作⽤を丹念に調べておく必要があるだろう。 
そして、このボボナロ・メランジュは、乾期には⼀帯が埃っぽいだけであるが、⾬期になる
とぬかるみとなり地すべりを繰り返す。今回の調査地域には、国道のバリボ道路があり、⾸
都ディリとマリアナ地区とを結ぶ重要な輸送路である。毎年のように地すべりが発⽣し、そ
のたびに１−２ヶ⽉間、通⾏⽌めになるとのことである。今回気になった点として、道路の
下部斜⾯で浸⾷が野ざらしとなっており、道路の路⾯が円弧状に陥没している箇所が多く
⾒られる点である。道路の側溝などは変形しておらず、⼭側斜⾯はさほど押している印象が
ない。もしかしたら、道路の下部斜⾯での浸⾷が地すべりの誘引かもしれない（Moniz et al., 
2022）。今後も地質調査を継続して、地すべりのトリガーメカニズムを調べることによって、
有効な対策を⼟⽊関係者と考えていけるのならば、低予算で道路を維持することができる
のかもしれない。 
最後に、⼤学での授業や実習について触れておく。私が派遣された対象学科は、⼯学部の⽯



油・地質学科であり、10 名程度の教員と 1 学年 70 名程度の学⽣からなる。教員のほとんど
は学⼠であり、修⼠号は⽇本かポルトガルなどの外国に⾏かないと取得できないため、まだ
数えるほどしかいない。⾸都ディリから離れたヘラと呼ばれる地区にキャンパスがあり、⽇
本の援助によって新しい校舎が建設されている。地質関連の岩⽯カッターやグラインダー、
偏光顕微鏡や電⼦顕微鏡などがあり、設備としては充実している印象である。学⽣らは、そ
れらの装置を使いこなしているようで、卒論⽣が作業しているところでインタビューする
と、偏光顕微鏡による基本的な鉱物鑑定はよくできていた。１⽇に数回停電があり、今回講
演会を２年⽣対象にやろうとしたが真っ暗でやることになり、良い経験となった。同じ２年
⽣の野外実習にも同⾏した。その⽇は⼟曜⽇で現地集合、現地解散であった。集合時間は午
前 9 時のようで、全部で１５回の構造地質学実習で、今回はクリノメータの使い⽅と地図
の⾒⽅であった。ブラントン・コンパスは学科に２つしかないようで、はじめに 2 名の教員
がやり⽅を教え、その後、約 70 名全員で２個を使い回して実習していた。ルートマップを
描く実習もあるようだが、クリノメータがない状況は⼤変だろうと思い、産総研や GSI 株
式会社から配信されているディジタル・クリノメータ・アプリを紹介した。また、確か台湾
ではクリノメータとしてコンパスと⽔準器などを樹脂に埋めて⾃作している⼤学もあった
ことを思い出した。そう思うと、地質学は、ハンマー、クリノメータ、ルーペなど、教科書
通りに正規で揃えようとすると、ずいぶんとお⾦のかかる学問となってしまっているのか
もしれない。特に東ティモールでは輸送費も⾼額であり、これらの機材を⼿に⼊れるのはほ
ぼ不可能な環境となっている。昔、⻘年協⼒隊でジンバブエに野球を教えに⾏った同級⽣の
⾔葉を思い出した。サッカーはボールだけあれば良いが、野球は道具が必要であり、世界へ
普及させにくい、と。このような背景からか、岩⽯の野外鑑定は得意で、ボボナロ県で⼀緒
に調査した教員や学⽣はさまざまな岩⽯を探してきて私に的確に教えてくれるのだが、ル
ートマップのような⾯的な地質調査では、とたんにスマホかカメラの GPS に頼っていて、
サンプル採取地点の位置情報だけをメモするだけで、スケッチのような習慣はなかった。地
質学を全世界に普及させるためには、道具⼀つとっても、どこでも安価に⼿に⼊れられるこ
とが重要で、それらの活⽤を推奨・後押ししてくれるような現代に即した電⼦教科書が必要
と思う。 
東ティモールには、ボボナロ・メランジュをはじめとして、まだ詳細が報告されていない地
質がたくさんある。ジオパークも観光資源として取り組み始めているようである（Lira et al., 
2022）。地質調査が盛んになるような取り組みを継続していく必要があると感じている。 
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ヌヌラ川（Mota Nunura）周辺のバリボ道路沿いに⾒られるボボナロ・メランジュの露頭。 



 
バリボ道路での地すべり。2021 年 11 ⽉に発⽣し、１ヶ⽉以上通⾏⽌めとなった。現在も舗

装されていない。 

 



真っ暗での講演会が終わってからの記念撮影。⼀列⽬右はアニセタ教官で左はマリア教官。
真っ暗ながら、みんな熱⼼だった。 

 

 
構造地質学実習でクリノメータの使い⽅を教えるコルネリオ教官（中央）。70 名を２グルー

プに分けて教える。6〜10 Ma に変成作⽤を受けたアイレウ（Aileu）層。原岩は主とし
てペルム紀の堆積岩とされている（Costa et al., 2019）。 



 
実習が終わってからの集合写真。右はオズワルド教官。コルネリオ教官、オズワルド教官、

マリア教官、アニセタ教官もいずれも学⼠号。少ない教材だが２年⽣に対して熱⼼に指
導している。天然資源が眠る東ティモールの⽯油・地質学科の学⽣は⾃信に満ち溢れて
いて、いたって優秀であった。 


